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河原再生試験施工箇所モニタリング 

１）目的 

猪名川における本来の生物相が生育する生態系の再生・回復を目指すために重要となる「河原環境の

再生」にあたり、レキ河原形成のメカニズムや水理諸量を明確にするため、インパクト(砂州の切り下げ

及び表土剥ぎ)を与えることにより、「砂礫河原が形成されるために必要な物理条件」の検証を主目的と

して、試験施工を実施し、モニタリング調査を行う。その後、「物理環境と成立植生の関係」についても

検証が行えるようモニタリング調査を実施する。 
 

表-1 試験施工におけるインパクトと期待効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）試験施工位置図 

試験施工の状況について、全体平面図および代表横断を図-1 に、状況写真を次頁に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-1 試験施工の状況 

 

 

与えるインパクト
現況 ・地盤が高くQ=180m3/s（年１回期待できる流

量）の出水では、砂州は冠水しない。

施工後 ・施工ステップごとに、下表のように冠水頻度が
変化する。

現況 ・地盤が高いため、出水時に十分な掃流力が
得られず、撹乱の起きにくい河道となっている。

施工後 ・土砂移動が活性化する（撹乱が起こりやすく
なる）。

現況 ・砂州が植生で覆われてしまっているため、撹
乱が起きにくい。

施工後 ・植生で覆われた箇所の表土を剥ぎ取ることに
より、攪乱が起きやすくなる。

冠水頻度の増大

掃流力の増大

供給土砂の一時的
増大

期待効果
砂州の切り下げ（階段状）

表土はぎ

流量 頻度

ステップ① 10 50日
ステップ② 30 15日
ステップ③ 80 5日
ステップ④ 200 1日

※２断面（6.6k，6.8k）の概略値

冠水条件
(m3/s) 

定点撮影位置 
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３）写真（定点撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

施工前（平成 18 年 10 月） 
施工後 8ヶ月後（平成 19年 11 月） 施工後 4ヶ月後（平成 19年 7 月） 施工直後（平成 19年 3月） 

施工後 19ヶ月後（平成 20 年 10 月） 施工後 15ヶ月後（平成 20 年 6月） 

施工後 17ヶ月後 

（平成 20年 8月；出水後の状況） 施工後 29ヶ月後（平成 21 年 8月） 

施工後 41ヶ月後（平成 22 年 8月） 施工後 43ヶ月後（平成 22 年 10 月） 施工後 39ヶ月後（平成 21 年 10 月） 施工後 45ヶ月後（平成 22 年 12 月） 

 

工 図

施工後 52ヶ月後（平成 23 年 6月） 施工後 54ヶ月後（平成 23 年 8月） 図-2 定点写真 

2



 

４）平成２３年度モニタリング内容 

本年度実施中の河原再生試験箇所のモニタリング調査の概要と実施時期（現在まで）を以下に示す。 
 

表-2 調査項目・調査時期（河原再生試験箇所） 

調査項目 調査時期 

植生図作成調査 

群落組成調査 

植物相調査 

コドラート調査（植生横断調査）

春季：平成 23年 6 月 15 日～16日、20 日 
秋季：平成 23年 10 月 11 日～12日 

定点写真撮影 

平成 23年 6 月 20 日、29日 
平成 23年 7 月 27 日 
平成 23年 8 月 26 日 
平成 23年 9 月 29 日 
平成 23年 10 月 14 日 

植生調査 

水位計の維持管理 

平成 23年 6 月 20 日、29日 
平成 23年 7 月 27 日 
平成 23年 8 月 26 日 
平成 23年 9 月 8日 
平成 23年 10 月 13 日 

河川横断測量 出水期後 

河床材料調査 出水期後 

浸食・堆積量調査 
出水期前：平成 23 年 6月 23 日、28 日 
出水期後 

微細土砂堆積調査 
出水期前：平成 23 年 6月 23 日 
出水期後 

物理環境調査 

写真記録調査 
（表層河床材料、景観等） 

春季：平成 23年 6 月 20 日、23日、29 日 
出水後：平成 23年 9月 8日 
秋季：平成 23年 10 月 18 日 

水域調査 
春季：平成 23年 6 月 29 日 
出水後：平成 23年 9月 8日 
秋季：平成 23年 10 月 11 日 

その他調査 

陸域調査 
春季：平成 23年 6 月 16 日 
出水後：平成 23年 9月 8日 
秋季：平成 23年 10 月 13 日 

 

 (1) 流況 

6.6k に設置した水位計によって得られた平成 23 年 4 月から 9 月までの水位を図-3 に示す。ステップ 4 ま

で冠水する出水が複数回確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 6.6k における水位（平成 23年 4月～9月） 

平成 23 年 4 月から 9 月までの間で、最も水位の高かった 5 月 29 日出水時の軍行橋観測所のハイドログラ

フ（暫定値）を図-4 に示す。ピーク流量は 5月 29日 15 時で概ね 471ｍ3/s であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 平成 23年 5月出水のハイドログラフ 

 

このピーク水位時の無次元掃流力τ*を不等流計算によって計算したものが図-5である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 6.8k 地点のピーク時のτ* 

 

これによると、τ*は、STEP1 で 0.10 以上、STEP2 で 0.08～0.10、STEP3 で 0.07～0.08、STEP4 で 0.07 程

度で、いずれも 0.05 以上であった。 
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(2) 植生図作成調査 

植生図の凡例を次表に、春季に作成した植生図を、平成 18年からの変遷と併せて図-6 に示した。 

河原再生試験箇所では、平成 18 年度ではイタドリ群落、ヨモギ－メドハギ群落等の多年生草本群落が広範囲

に分布していたが、試験施工後の平成 19 年度ではメヒシバ－エノコログサ群落、セイヨウカラシナ群落等の

1年生草本群落が広範囲に分布している。これは施工により試験地が大きく撹乱されたことにより、植生遷移

が初期段階に移行した為であると考えられる。 

平成 20～22 年度では、ほとんど変わりなく多年生草本群落であるイタドリ群落、ヨモギ－メドハギ群落等

が広範囲に分布しており、施工前と同様な多年生草本群落への植生遷移が進行しているものと考えられる。 

平成 23 年度では、セイバンモロコシ群落が縮小する一方で、ネズミムギ群落・イタドリ群落が拡大してき

ており、オギ群落も昨年までに出現してきている地点で拡大が進んでおり、一年生草本群落が見られなくな

っている。 

 

(3) 植生断面調査 

6.6ｋ及び 6.8k の植生平面図の春季の経年変化を、平成 22 年までの植生断面と併せて図-7、8に示した。

各断面の植生の変化の傾向を以下に示す。 

 

①6.6k 

STEP1 は、平成 21年以降から水没した。 

STEP2 は、平成 21、22 年と同様にツルヨシ群集が多くみられた。 

STEP3 では、平成 22 年と同様に春季はネズミムギ群落がみられた。これは、昨年の 5月下旬から 8月中旬

まで複数回みられた中規模出水により、一昨年までみられた耐流水性の低いヨモギ-メドハギ群落が流失した

ためと考えられる。 

STEP4 では、春季にはヨモギ-メドハギ群落の他、ネズミムギ群落、オギ群集、セイタカヨシ群落等混在し

ている。 

 

②6.8k 

STEP1 は、出水による侵食により完全に水没した。 

STEP2 も、出水による侵食により完全に水没した。 

STEP3 では、平成 22年までは、ネズミムギ群落であったが、ヨモギ-メドハギ群落、オギ群落が出現してき

た。 

STEP4 では、平成 22年にヨモギ-メドハギ群落、ネズミムギ群落が占めている区域に、オギ群落、シナダレ

スズメガヤ群落等が出現し混在している。 

両地点の結果より、STEP1 は水没し、6.8ｋも水没する結果となっているが、STEP2 において、湿性植物や 1

年生草本が広がり、冠水頻度が高い状態であることが推測できる。 

植生断面の経年変化の状況を、表-3、4に示す。 
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表-3 植生断面図の経年変化（6.6km） 

施 

工 

前 

【平成 18年春季・秋季】 

春季は水際を中心にツルヨシ群落やセイタカヨシ群落がみられ、それより堤防側にはヨ

モギ－メドハギ群落、ネズミムギ群落等がみられた。 

秋季は堤防側のヨモギ－メドハギ群落、ネズミムギ群落がクズ群落やアレチウリ群落等

のツル植物群落に置き換わっていた。 

【平成 19年春季】  

切り下げ地にはメヒシバ－エノコログサ群落のほか、セイ

ヨウカラシナ群落や裸地が分布するほか、水際にはヤナギ

タデ群落がみられた。 

 
 

施 

工 

1 

年 

目 

【平成 19年秋季】 

メヒシバ－エノコログサ群落が切り下げ地の大部分を占

め、水際にオオイヌタデ－オオクサキビ群落がわずかにみ

られるのみであった。 

 
【平成 20年春季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落が広く分布するほ

か、オオアレチノギク－ヒメムカシヨモギ群落やカゼクサ

－オオバコ群集が比較的広くみられた。水際のステップ（1、

2）には、湿性のツルヨシ群集、メリケンガヤツリ群落がみ

られた。  

施 

工 

2 

年 

目 

【平成 20年秋季】 

ヨモギ－メドハギ群落が切り下げ地の大部分を占めるよ

うになった。また、水際のツルヨシ群集がやや広がった。 

 
【平成 21年春季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落が広く分布するほ

か、ネズミホソムギ－クズ群落やセイタカアワダチソウ－

クズ群落がまとまってみられた。また、一部ではセイタカ

ヨシ群落、オギ群落等が小規模にみられた。水際のステッ

プ（1、2）には、湿性のツルヨシ群集がみられた。  

施 

工 

3 

年 

目 

【平成 21年秋季】 

ヨモギ－メドハギ群落が切り下げ地の大部分を占めてい

るが、出水の影響により、セイタカヨシ群落、シナダレス

ズメガヤ群落等の分布の拡大傾向がみられた。 

 
【平成 22年春季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落が広く分布する

ほか、ネズミムギ群落がまとまってみられた。また、一部

ではセイタカヨシ群落、オギ群落等が小規模にみられた。

水際のステップ 2には、湿性のツルヨシ群集がみられた。 
 

施 

工 

4 

年 

目 

【平成 22年秋季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落が広く分布する

ほか、セイタカヨシ群落がまとまってみられた。水際のス

テップ 2 には、湿性のツルヨシ群集がみられた。またステ

ップ 3にはメヒシバ-エノコログサ群落が成立した 
 

施 

工 

5 

年 

目 

【平成 23年春季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落が広く分布する

ほか、比較的まとまって、ツルヨシ群落とオギ群落がみら

れた。ステップ 3と 4には、ヨモギ-メドハギ群落やネズミ

ムギ群落など乾性の群落が広く分布しているが、水際のス

テップ 2には、湿性のツルヨシ群集がみられた。  
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表-4 植生断面図の経年変化（6.8km） 

施 

工 

前 

【平成 18年春季・秋季】 

春季は中央窪地より低水護岸側はノイバラ群落が分布し、窪地より流路まではヨモギ－

メドハギ群落となっていた。 

秋季には一帯がアレチウリ、カナムグラ、ヤブガラシの３種類のツル植物に覆い尽くさ

れており、ところどころに斑紋状にセイタカアワダチソウ群落がみられるのみで、基線全

体にわたり一様な植生となっていた。春季に発達のみられたノイバラ群落もアレチウリや

カナムグラに被われ、茎を残してほとんど枯死、消失した状況であった。 

【平成 19年春季】  

切り下げ地には、メヒシバ－エノコログサ群落、セイヨウカ

ラシナ群落が分布した。水際のステップ 1、2には、ヤナギタ

デ群落や裸地がみられた。 

 
 

施 

工 

1 

年 

目 

【平成 19年秋季】 

メヒシバ－エノコログサ群落が切り下げ地の大部分を占め

ようになったほか、水際にオオイヌタデ－オオクサキビ群落が

みられた。 

 

【平成 20年春季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落、オオアレチノギク

－ヒメムカシヨモギ群落、セイバンモロコシ群落が広く分布し

た。水際のステップ 1には湿生のヤナギタデ群落、メリケンガ

ヤツリ群落がみられた。 
 

施 

工 

2 

年 

目 

【平成 20年秋季】 

 春季から大きな変化はなく、ヨモギ－メドハギ群落、オオア

レチノギク－ヒメムカシヨモギ群落等が広く分布した。 

 

【平成 21年春季】 

切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落、シナダレスズメガ

ヤ群落、オギ群落、セイタカアワダチソウ群落等が広く分布し

た。水際のステップ 1には湿生のメリケンガヤツリ群落が広範

囲にみられた。 
 

施 

工 

3 

年 

目 

 

【平成 21年秋季】 

出水の影響を受け、ステップ 1、2 を中心にコゴメイ群落、

チクゴスズメノヒエ群落、アレチハナガサ群落等、様々な植生

が分布した。 

 
【平成 22年春季】 

 切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落、ネズミムギ群落が

広く分布した。水際のステップ 1には湿生のヤナギタデ群落が

わずかにみられた。 

 

施 

工 

4 

年 

目 

 

【平成 22年秋季】 

 切り下げ地には、ヨモギ－メドハギ群落、セイバンモロコシ

群落が広く分布した。ステップ 1 にはメヒシバ-エノコログサ

群落が成立した。 

 

施 

工 

5 

年 

目 

【平成 23年春季】 

切り下げ地には、オギ群落が分布した。ステップ 3及び 4に

は乾生のヨモギ-メドハギ群落が大部分を占めるほか、ネズミ

ムギ群落、シナダレスズメガヤ群落、オギ群落がみられた。 
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（4）表層河床材の調査 

  表層河床材の年次変遷を把握するために、表層河床材料写真を図-9に示す。 

 STEP1 は、完全に水没しおり、礫が見られる。 

STEP2 は、平成 22年と同様に河床は草本類に被覆され、一部砂が見られる。 

STEP3 は、シルト状または、細砂により被覆されている。 

STEP4 は、河床部はヨモギ-メドハギ等の草本類により被覆されている。 
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図-9 表層河床材料写真 
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